
　

３
回
目
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
講
座
は
３

月
19
日
四
旬
節
第
４

主
日
の
ミ
サ
後
に
開

催
。
こ
の
日
は
モ
バ

イ
ル
設
定
、

聖
書
ア
プ

リ
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

『
日
毎
の

福
音
』
を

紹
介
。
機

種
毎
に
操

作
画
面
が

異
な
り
、

な
か
な
か

難
し
い
所

も
あ
り
ま

し
た
が
、
ア
ン
神
父

様
も
参
加
し
、
受
講

者
同
士
で
教
え
あ
い

な
が
ら
、
楽
し
く
学

ん
で
い
ま
し
た
。
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泉
神
父
様
は
３
月

25
日
（
土
）
叙
階
三

十
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
翌
26
日
の
主

日
の
ミ
サ
後
、
藤
山

義
和
信
徒
総
代
よ
り

お
祝
の
言
葉
と
、
崎

山
弥
生
副
総
代
か
ら

信
徒
を
代
表
し
て
大

き
な
花
束
を
手
渡
し

皆
で
讃
え
ま
し
た
。

お
祝
の
会
は
後
日
、

復
活
祭
の
遠
足
に
て

計
画
し
て
い
ま
す
。

祝 

叙
階
三
十
周
年
記
念

祝 

叙
階
三
十
周
年
記
念

3/253/253/25

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
な
が
ら

年
間
の
典
礼
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
は
マ
ス
ク
着
用
も
緩
和
さ
れ
て
の
聖
週
間
、

主
の
復
活
の
喜
び
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
昨
年
ま
で
と
は
違
う
気
持
ち
で
、
喜

び
を
と
も
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
も
玉
里
教
会
で
の

初
め
て
の
ご
復
活
を
迎
え
、
ま
た
違
っ
た
喜

び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
復
活

と
い
う
共
通
の
喜
び
を
迎
え
た
私
た
ち
。
共

通
な
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
喜
び
は
大
き

く
、
共
通
な
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
他
へ
の
広

が
り
も
大
き
な
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
『
主
の
復
活
＝
こ
の
世
の
罪
と

死
を
打
ち
砕
き
、
勝
利
と
永
遠
の
い
の
ち
を

私
た
ち
に
も
た
ら
し
た
キ
リ
ス
ト
＝
父
な
る

神
が
子
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
示
さ
れ

た
愛
。
』
毎
年
迎
え
る
主
の
復
活
は
、
こ
の

私
た
ち
へ
の
愛
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
も
の
、
約
束
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
と
も

に
」
の
実
現
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

感
じ
た
愛
は
、
う
ち
に
留
め
て
お
く
も
の
で

は
な
く
、
外
へ
、
そ
し
て
人
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
新
た
に
し
ま
し
ょ
う
。

玉
里
教
会
主
任
司
祭　

泉　

浩
二 

神
父

「
主
の
ご
復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
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情 報 ひ ろ ば
た  ま  ざ  と

主 な 行 事復　活　祭

4/2㈰　受難の主日 9:00　⑥⑦

4/6㈭　聖木曜日 19:00　洗足式

①②⑤

4/7㈮　聖金曜日 19:00　③④

15:00～十字架の道行

4/8㈯　復活徹夜祭 19:00 ⑥⑦

4/9㈰　復活祭 9:00 ①②⑤

ミサ後　吉野公園へ遠足

4/16㈰　50周年委員会

4/23㈰　司牧評議会

4/30㈰　信徒総会

†記念ミサ案内を歴代司祭に送付

†記念品手作り作業を各班に分担

†ミニバザーは4月か5月に行う

†スマホ教室は毎回15名程が参加

†巡礼アンケート集計結果はブロ

グとミサ後に報告予定

†記念ミサは2階も使用するため、

エアコンは2台レンタルの予定

†ビデオ撮影の為に数回にわたり

これから試作として撮影していく

†看板は見積りを依頼中

参加費（お弁当代他）1人1000円

お弁当個数を各班で集計、報告　

お茶は基本　各自で用意

卵を各班に振り分け各自ラッピン

グして持ち寄る

†てての会より

ミサ後の茶話会は8月からの予定

代表を藤山幸子さん、村山麗子さ

んに依頼。　次の例会　5月28日

†司祭館の掃除

第２・４週に応接室・玄関ホール

†財務委員交代

3月26日の司牧評議会から

50周年実行委員会



日 曜日 ミサ 典礼暦 小教区及び主任司祭の予定 当番 班会

1 土 ○ ⑥⑦

2 日 ☆
	受難の主日（枝の主日）

聖週間はじまる
⑥⑦ ⑤⑦

3 月 ○ 受難の月曜日

4 火 ○ 受難の火曜日

5 水 ○ 受難の水曜日

6 木 △ 主の晩さんのミサ 19:00 ミサ 洗足式

7 金 △
主の受難

祭儀（大斎・小斎）
19:00 祭儀　　15：00 十字架の道行

8 土 △ 復活徹夜祭 19:00 復活徹夜祭 ①②⑤

9 日 ☆ 復活の主日（祭） 9:00 復活祭 　ミサ後 遠足 ①②⑤

10 月 ○ 復活の月曜日 午前　テクム

11 火 ○ 復活の火曜日

12 水 ○ 復活の水曜日

13 木 ○
復活の木曜日

福岡教区司教座教会献堂記念日

14 金 ■ 復活の金曜日 10:30 ロザリオ会

15 土 ○ 復活の土曜日 ③④ ③④

16 日 ☆

 復活節第2主日
(神のいつくしみの主日）
新潟教区司教座教会献堂記念日

ミサ後　50周年実行委員会 ③④

17 月 ○

18 火 ○

19 水 ○

20 木 ○

21 金 ■ 10:30 ロザリオ会

22 土 ○ ⑥⑦

23 日 ☆ 復活節第3主日 ミサ後　司牧評議会 ⑥⑦

24 月 ○ 午前　テクム

25 火 ○ 聖マルコ福音記者（祝）

26 水 ○

27 木 ○

28 金 ■

29 土 ○ 聖カタリナ-シエナ-おとめ教会博士（記） ①②⑤

30 日 ☆
復活節第4主日

世界召命祈願の日
信徒総会　小教区報発行 ①②⑤

1 月 ○

2 火 ○

　　　　班長
①・②　外山 映子

③・④　森 章子

  ⑤  　藤山 幸子

  ⑥　　藤田 真由美

  ⑦　  崎山 明 ※敬称略

予定表の変更は発行日（毎月末日曜）の３日前までに広報委員へご連絡ください

4月の予定（2023年）

【　凡例　】 《ミサ》 ☆＝9：00 　★=10：00　○＝6：30 　■＝18：30　△＝19：00　▲＝20：00    ×＝なし

信徒総代　 藤山 義和
副 総 代 　藤山 喜和義
副 総 代 　崎山 弥生
書　　記 　外山 映子
　　　教会　TEL 226-3821　　FAX 226-4052

　　　　　 役員


